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北海学園大学　人文学部

人文学部では、さまざまなバックグラウンドを持つ才能豊かな人材を選抜するため、
以下の入試を行っています。

上記以外にも、社会人、海外帰国生徒・外国人留学生を対象にした特別入試を実施しています。
各学科の出願資格、出願要件および試験科目の詳細については、「入試GUIDE」または大学HP（http://hgu.jp/）でご確認ください。

入試情報

就職情報

外国語　国語　選択
外国語　国語　「地理歴史」・「公民」の1科目選択
書類審査　小論文　個人面接

一般入試
センター利用入試
推薦入試（公募）

1部
日本文化学科・英米文化学科

国語　選択
書類審査　小論文　個人面接

一般入試
推薦入試（公募）

2部
日本文化学科

外国語　選択
書類審査　小論文　個人面接

一般入試
推薦入試（公募）

2部
英米文化学科

2009～2011年度 卒業生公務員登録先一覧
（人文学部1部および2部）※順不同

2009～2011年度 卒業生内定先
（人文学部1部および2部）※順不同。誌面の関係上各業種一部のみ掲載しております。

業種 企業／団体名

建設業 東日本ハウス／タマホーム
製造業 佐藤水産／ロイズコンフェクト／六花亭製菓／北海道建設新聞社／北海道アルバ

イト情報社／函館新聞社／大日本印刷／久光製薬／杏林製薬／ファイザー
情報通信業 北海道総合通信網／エヌ・ティ・ティ・ドコモ／郵便事業／日本放送協会
運輸業 北海道旅客鉄道／東日本旅客鉄道／エア・ウォーター物流／佐川急便／日本通運／

ヤマト運輸／北海道国際航空／全日本空輸／北海道観光事業／ JTB北海道／日本
旅行北海道／石狩観光協会／ANA新千歳空港／国際空港事業／エイチ・アイ・エス

卸売・小売業 栗林商会／レナウン／丸果札幌青果／玄米酵素／東日本フード／クワザワ／竹山
／ムトウ／北海道エナジティック／丹波屋／永浜クロス／モロオ／日本出版販売
／生活協同組合コープさっぽろ／イオン北海道／ラルズ／北海道ファミリーマー
ト／札幌丸井三越／京都きもの友禅／エービーシー・マート／北菓楼／柳月ホール
ディングス／札幌トヨタ自動車／北海道日産自動車／ホンダカーズ南札幌／北海
道三菱自動車販売／ベスト電器／ヨドバシカメラ／アインファーマシーズ／サッ
ポロドラッグストアー／サンドラッグプラス／北海道エネルギー／ツルハ／日本
トイザらス／アマゾンジャパン

金融・保険業 北海道銀行／北洋銀行／ゆうちょ銀行／ほくやく・竹山ホールディングス／みず
ほ証券／住友生命保険／日本生命保険／明治安田生命保険／第一生命保険／損害
保険ジャパン／かんぽ生命保険

不動産業 ビッグ／副都心住宅販売／常口アトム／エイブル
飲食店、宿泊業 とんでん／はなまる／平和園／幸楽苑／京都吉兆／すかいらーく／スターバック

スコーヒージャパン／モンテローザ／ロッテリア／ JR北海道ホテルズ／知床第一
ホテル／野口観光／東横イン／グランビスタホテル＆リゾート

医療・福祉 北海道勤労者医療協会／日本赤十字社　北海道支部／北海道国民健康保険団体連
合会

教育、学習支援 北海学園／練成会グループ／日本赤十字北海道看護大学／札幌市青少年女性活動
協会／北広島市図書館

複合サービス事業 ホクレン農業協同組合連合会／道央農業協同組合／きたみらい農業協同組合
サービス業 光生舎／ TBCグループ／加森観光／日本中央競馬会／カナモト／セイコーマート

／日本衛生／パソナ／綜合警備保障

名称  人数
国家公務員Ⅱ種   2
国税専門官   1
北海道職員 中級（教育・警察行政）  2
北海道警察官 男子  4
札幌市職員 行政  1
その他市町村   6
国立大学等法人職員  6
刑務官※   1
公立学校教員 国語  3

名称  人数
国家公務員Ⅱ種   1
海上保安学校   1
北海道警察官 男子  2
札幌市職員 消防吏員  1
その他市町村   6
国立大学等法人職員  4
公立学校教員 英語  1

名称  人数
法務教官   1
自衛隊一般曹候補生  1
北海道職員 上級  1
 中級（教育・警察行政）  2
 中級（学校事務）  1
北海道警察官 男子  2
 女子  2
札幌市職員 行政  2
 消防吏員  1
その他市町村   6
その他公務員   1
国立大学等法人職員  4
公立学校教員 国語  1

2010年度

2009年度

2011年度

※大学別合格者公表のない試験（本人申告分）



◎自由な雰囲気のなかで、幅広く学べます

菊地─先輩は、どうしてこの学校を目指された

んですか。私は英語を学びたくてこの学校を選び

ました。英米文化学科だと英語だけではなく文化

も学べます。幅が広がると思いました。

白鳥─高校2年生の時に、この学校の学生さ

んが教育実習で私の高校に来たんです。とても

仲良くなり、影響も受けまし

た。この先輩に誘われて

オープンキャンパスに訪れ

た時の印象が良かったんで

す。とても楽しそうで、具体

的に自分が通学するイメー

ジが見えてきました。

佐々木─私は岩手県出身で、高校時代に母

と二人で北海道旅行をする機会があったんです。

札幌を訪れると、見知らぬ私たちにまちの人が

とっても親切にしてくれ、いいまちだなぁ、と思いま

した。

　昔から、本や雑誌などの編集に興味があった

んですが、岩手ではなかなかそのような進路を望

めません。東京は？と聞かれることもあるんですが、

前へ前へと急ぎすぎるような気がして、田舎育ち

の私には合わないと思っていました。田舎すぎず、

都会すぎず、札幌はちょうど良いまちだったんです

ね。

菊地─高校から大学に入って戸惑ったこと、

違いを感じたことはありましたか。

佐々木─高校までだと、先生が“ここまでやれ

ばいいよ”と目標を示してくれるじゃないですか。と

ころが大学だと自分で考えて、判断しないとなりま

せん。はじめは戸惑いました。

白鳥─高校までは、毎日決まった時間に通学

していましたが、大学では朝の講義がなければ遅

く通学したりと、生活のスタイルががらりと変わる

んです。授業も90分になります。自由度が一挙に

広がって大人になったようなうれしさがありました。

　今、私は大学で教える立場になっているんです

が、自分の学生にも「自己責任」ということを言いま

す。大学では確かに自由度が広がりますが、いい

面と悪い面があり、自己管理ができないと流され

て、取り返しのつかないことになってしまうこともあり

ます。しかし、そのことを踏まえて大学生活を送れる

ことができれば、とても充実した4年間になると思い

ますし、そのことは社会にも通じると思います。

◎基礎演習（ゼミ）、習熟度クラスは高校のクラ

スのようなまとまりがあります

菊地─そうですよね。私も高校までの抑えられ

ていたような感じから解放されたように思いまし

た。ところで佐々木先輩は、ひとり暮らしだったん

ですか。

佐々木─はい。生まれて初めてのひとり暮らし

です。ゴミは捨てないと無くならないんだ。ホコリっ

て、一日でこんなにたまるんだ。そんなことからのス

タートだったんです。ひとりになって、自分がどれほ

ど家族に支えられてきたのか、身にしみました。

　最初の2週間ぐらいは閉じこもってしまい、寂し

さに泣いてしまうこともあったんです。それでも、人

文学部には基礎ゼミと言って少人数のゼミが1

年からあり、そこで友だちに恵まれ、寂しさから抜け

出すことができました。

菊地─英米文化には、

スピーキング、リスニング、ラ

イティング、リーディングで、

最大5段階の習熟度別ク

ラスがあります。人数も15

人ぐらいだから、そこが高校

のクラスのようなまとまりに

なりますね。

白鳥─今は、そんなに細かく分れているんです

か。私の時代は2つしかありませんでした。ずいぶ

ん、きめ細かくなったんですね。

菊地─はい、細かく分れているからこそ、無理

なく学べます。また上のクラスを目指そうというモチ

ベーションにもなります。ところで、私はサークルで

はアメリカンフットボール部でマネジャーをしている

んですが、先輩はサークル活動もやっていたんで

すか。

◎大学の場所が良いから、いろいろな活動がで

きました

白鳥─私は「スポーツ観戦愛好会」という団体

に入っていました。ちょうどサッカーのコンサドーレ

札幌が盛り上がっていた時代で、スタジアムに応

援に出掛けました。この時の友だちが、今も続い

ている一番の友だちです。

　サークル活動の他、アルバイトもよくしました。

ドーナツ屋さんの店員から、家庭教師、レストラン、

コンサドーレの売店……。また、財団法人札幌国

際プラザの活動に参加していましたし、授業の空

き時間に英会話スクールに通っていました。いろ

んな活動ができたのも、学校が便利な場所にあ

り、時間が有効に使えたからです。この場所にあ

るこの大学だったからこそ、有意義な学生生活に

なったと思っています。

佐々木─私はサークルに入っていなかったん

ですが、ホテルのアルバイトでいろんなことを学び

ました。朝の5時に出勤する早朝スタッフとして働

いたんですが、朝起きが楽しくなるぐらい、職場に

受け入れてもらえました。こうなりたいな、と思える

憧れの先輩に出会い、仕事への向き合い方、

チームワークの取り方など、学校ではできない勉

強ができたと思います。

　そして私は2部だったので、クラスメートには社

会人の方や年上の方も多く、刺激を受けました。

中には還暦を過ぎた方もいらっしゃったんです。そ

うした方々は、学びたい、という意欲が強く、とても

刺激を受けました。1部に転部することもできたん

ですが、この人脈を大切にしたいと思い、転部は

しませんでした。

◎大学時代の留学体験が私を変えました

菊地─私はボストンのパイマナ大学に1カ月ほ

ど短期留学しました。白鳥先輩も留学されたとか。

白鳥─1年生の時に、財団法人札幌国際プ

ラザの国際交流プログラムで札幌の大学生をア

メリカに派遣するプログラムがあり、それに選ばれ

てオハイオ州のハイデルバーグ大学に3週間ほど

行きました。そして4年生の時にも長期留学をして

います。外国への留学はとても大きな体験で、卒

業後、ホテル業界に就職したんですが、英語への

夢を断ち切りがたくオーストラリアの大学院に進

学しました。そのことが今につながっています。私

の原点は大学1年生の留学体験ですね。

佐々木─私は2年生の時にフィリピンに行きま

した。フィリピンに行ってマングローブの森を救お

うという環境NGOの呼びかけを大学の掲示板で

見たのがきっかけです。リポートを書いて提出する

と選ばれ、他大学を含めた10人の学生と一緒に

2週間ほど滞在し、現地で交流を行いました。生ま

れて初めての海外は、とても大きな体験でした。

◎この先生から学びたい─ゼミは同じ志の者が

集まるクラスです

菊地─私は今年からスザンヌ先生のゼミに入

ります。幅の広い大学の授業の中でゼミは専門

性を深めることのできる場所ですよね。深く専門

的に学ぶことが、きっと自分の自信になると思っ

ています。先輩たちはどんなゼミだったんですか。

白鳥─竹内先生の生命科学のゼミでした。私

のゼミは、通常の倍、3時間の時間を使って開講

されたので、実践的なビジネススキルを身に付け

るのに役立ちました。パソコンを駆使して情報を

調べ、パワーポイントを駆使してプレゼンテーショ

ンを行う、当時としては先駆的なゼミでした。

佐々木─ゼミは高校にはないもので、この先

生について学びたい、このテーマを学びたいと、

自分の興味と意欲で選ぶ“同じ志の者が集まる

クラス”です。私は、田中先生のゼミで、創作論を

学びました。決められたテーマに基づいて文章を

つくり、それを発表し、皆で検討するんです。年に1

回はゼミ誌を発行しました。

　先生のお知り合いで、実際にプロとして活躍さ

れている方をお招きし、お話を聞けたのはとてもた

めになりました。私は新聞、雑誌などのマスコミに

興味があったんですが、北海学園の先生の中

に、プロとして現場で活躍されていた先生がいら

して、先生から業界の生の

話を聞けたことは高校と違

うところだったと思います。

就職活動の時、マスコミ業

界のOB訪問を多くしたんで

すが、田中先生からもOBを

紹介してもらい、とても感謝

しています。

◎大学4年間のすべてが今の自分につながって

います

菊地─私も3年生で、そろそろ就職活動が気

になりだしてきています。

白鳥─10年も昔なので、変わった点もあるか

もしれませんが、私たちの時代にはすでに「学内

業界研究会」がありました。企業で活躍するOBを

大学に招いて率直な話を伺うプログラムですね。

このような機会に恵まれるのも、規模が大きく、各

界にOBを輩出している学園ならではです。どんな

ところにもOBがいる。この大学の人脈の豊かさ

は、特に社会に出てから実感しますね。

佐々木─私の一つ下からは変わるようです

が、私の時は3年生の10月から就職活動が始ま

りました。年明けから本格化し、2月に合同企業説

明会、3月・4月に面接ラッシュ。私は5月に内定を

もらいました。先ほどもお話しましたが、特にOB訪

問を積極的に行いました。ホームページや就職情

報誌の記載だけでは、本当に働きがいのある会

社かどうかわかりません。やはり人を見ないと。また

「ミナトコム」という北海学園独自の就職サポート

システムがあり、とても助けられました。

　まだまだ駆け出しですが、やりたいことのできる

会社に入れて幸せです。大学に入り、さまざまな

人と出会い、経験をしたこと、それらは全部今につ

ながっているんです。

白鳥─私は卒業後、英語への思いを断ちがた

く、オーストラリアの大学院に進学しましたが、そ

の時スザンヌ先生に、学校選び、英語での書類

づくりなど、いろいろと助けていただいたんです。

規模の大きな学校でありながら、きめ細かいサ

ポートもある学校です。

　高校生の時まで、英語はそれほど好きな科目で

はなかったかもしれない。本当にこの学校に入っ

て、英語が好きになったし、もっと極めたいと思い

ました。その結果として今があります。この学校が

なければ今の私はありません。

佐々木─高校までの私は、やりたいことがあっ

ても、無理、できない、と諦めてしまう子でした。とこ

ろが大学に入り、いろいろな人が、今しかできない

よ、と背中を押してくれました。そうして、いろいろな

体験をしました。

　私は変わったと思います。今では、やりたいこと

があるのに、迷ったり、悩んだりすることは時間の

無駄、やりたいなら今やっちゃおう、と思うように。

菊地─先輩たちの話を聞いて、とても勇気づ

けられました。今学んでいることが、実社会に生き

ているという話を聞いて、とてもモチベーションが

上がりました。ありがとうございました。
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北海学園大学人文学部ってどんなところだろう。授業は、キャ

ンパスライフは、就職は？　大学生活の疑問を、英米文化学科

3年生の菊地真奈美さんが、社会で活躍している英米文化学

科と日本文化学科を卒業した2人の卒業生に尋ねました。

英米文化学科　米坂　スザンヌ 教授（英語音声学）

　人文学部の学生さんは皆、バランスがよいですよ。勉強はもちろん、でも
勉強ばかりではない。社会性も身に付けている。人文学部が育てようと
思っているバランスをすでに身に付けています。教えていて幸せです。これ
から社会で活躍していく中でも、バランスを失わず、同じ学校で学んだとい
うつながりを大切にしていただきたいですね。

日本文化学科　田中　綾　准教授（創作論）

　人文学部の幅の広さは、多様な人間性を包めるところだと思います。そ
うした多様性の中に、いろいろなことができる可能性が広がります。そして
人文学部の学生を見て思うことは、みんな人間が好きなんですよね。人間
への興味が深い。それは卒業してからも活きることだと思います。卒業生に
は、これからも経験を積み重ね、人としての幅を広げてほしいですね。

聞き手

白鳥　亜矢子さん
北海道医療大学心理科学部助教
2004年人文学部1部英米文化学科卒
藤女子高校出身

語り手

佐々木　亜沙美さん
㈱北海道アルバイト情報社勤務
2011年人文学部2部日本文化学科卒
岩手県立福岡高校出身

菊地　真奈美さん
人文学部1部英米文化学科3年生
北海道大麻高校出身

語り手



◎自由な雰囲気のなかで、幅広く学べます

菊地─先輩は、どうしてこの学校を目指された

んですか。私は英語を学びたくてこの学校を選び

ました。英米文化学科だと英語だけではなく文化

も学べます。幅が広がると思いました。

白鳥─高校2年生の時に、この学校の学生さ

んが教育実習で私の高校に来たんです。とても

仲良くなり、影響も受けまし

た。この先輩に誘われて

オープンキャンパスに訪れ

た時の印象が良かったんで

す。とても楽しそうで、具体

的に自分が通学するイメー

ジが見えてきました。

佐々木─私は岩手県出身で、高校時代に母

と二人で北海道旅行をする機会があったんです。

札幌を訪れると、見知らぬ私たちにまちの人が

とっても親切にしてくれ、いいまちだなぁ、と思いま

した。

　昔から、本や雑誌などの編集に興味があった

んですが、岩手ではなかなかそのような進路を望

めません。東京は？と聞かれることもあるんですが、

前へ前へと急ぎすぎるような気がして、田舎育ち

の私には合わないと思っていました。田舎すぎず、

都会すぎず、札幌はちょうど良いまちだったんです

ね。

菊地─高校から大学に入って戸惑ったこと、

違いを感じたことはありましたか。

佐々木─高校までだと、先生が“ここまでやれ

ばいいよ”と目標を示してくれるじゃないですか。と

ころが大学だと自分で考えて、判断しないとなりま

せん。はじめは戸惑いました。

白鳥─高校までは、毎日決まった時間に通学

していましたが、大学では朝の講義がなければ遅

く通学したりと、生活のスタイルががらりと変わる

んです。授業も90分になります。自由度が一挙に

広がって大人になったようなうれしさがありました。

　今、私は大学で教える立場になっているんです

が、自分の学生にも「自己責任」ということを言いま

す。大学では確かに自由度が広がりますが、いい

面と悪い面があり、自己管理ができないと流され

て、取り返しのつかないことになってしまうこともあり

ます。しかし、そのことを踏まえて大学生活を送れる

ことができれば、とても充実した4年間になると思い

ますし、そのことは社会にも通じると思います。

◎基礎演習（ゼミ）、習熟度クラスは高校のクラ

スのようなまとまりがあります

菊地─そうですよね。私も高校までの抑えられ

ていたような感じから解放されたように思いまし

た。ところで佐々木先輩は、ひとり暮らしだったん

ですか。

佐々木─はい。生まれて初めてのひとり暮らし

です。ゴミは捨てないと無くならないんだ。ホコリっ

て、一日でこんなにたまるんだ。そんなことからのス

タートだったんです。ひとりになって、自分がどれほ

ど家族に支えられてきたのか、身にしみました。

　最初の2週間ぐらいは閉じこもってしまい、寂し

さに泣いてしまうこともあったんです。それでも、人

文学部には基礎ゼミと言って少人数のゼミが1

年からあり、そこで友だちに恵まれ、寂しさから抜け

出すことができました。

菊地─英米文化には、

スピーキング、リスニング、ラ

イティング、リーディングで、

最大5段階の習熟度別ク

ラスがあります。人数も15

人ぐらいだから、そこが高校

のクラスのようなまとまりに

なりますね。

白鳥─今は、そんなに細かく分れているんです

か。私の時代は2つしかありませんでした。ずいぶ

ん、きめ細かくなったんですね。

菊地─はい、細かく分れているからこそ、無理

なく学べます。また上のクラスを目指そうというモチ

ベーションにもなります。ところで、私はサークルで

はアメリカンフットボール部でマネジャーをしている

んですが、先輩はサークル活動もやっていたんで

すか。

◎大学の場所が良いから、いろいろな活動がで

きました

白鳥─私は「スポーツ観戦愛好会」という団体

に入っていました。ちょうどサッカーのコンサドーレ

札幌が盛り上がっていた時代で、スタジアムに応

援に出掛けました。この時の友だちが、今も続い

ている一番の友だちです。

　サークル活動の他、アルバイトもよくしました。

ドーナツ屋さんの店員から、家庭教師、レストラン、

コンサドーレの売店……。また、財団法人札幌国

際プラザの活動に参加していましたし、授業の空

き時間に英会話スクールに通っていました。いろ

んな活動ができたのも、学校が便利な場所にあ

り、時間が有効に使えたからです。この場所にあ

るこの大学だったからこそ、有意義な学生生活に

なったと思っています。

佐々木─私はサークルに入っていなかったん

ですが、ホテルのアルバイトでいろんなことを学び

ました。朝の5時に出勤する早朝スタッフとして働

いたんですが、朝起きが楽しくなるぐらい、職場に

受け入れてもらえました。こうなりたいな、と思える

憧れの先輩に出会い、仕事への向き合い方、

チームワークの取り方など、学校ではできない勉

強ができたと思います。

　そして私は2部だったので、クラスメートには社

会人の方や年上の方も多く、刺激を受けました。

中には還暦を過ぎた方もいらっしゃったんです。そ

うした方々は、学びたい、という意欲が強く、とても

刺激を受けました。1部に転部することもできたん

ですが、この人脈を大切にしたいと思い、転部は

しませんでした。

◎大学時代の留学体験が私を変えました

菊地─私はボストンのパイマナ大学に1カ月ほ

ど短期留学しました。白鳥先輩も留学されたとか。

白鳥─1年生の時に、財団法人札幌国際プ

ラザの国際交流プログラムで札幌の大学生をア

メリカに派遣するプログラムがあり、それに選ばれ

てオハイオ州のハイデルバーグ大学に3週間ほど

行きました。そして4年生の時にも長期留学をして

います。外国への留学はとても大きな体験で、卒

業後、ホテル業界に就職したんですが、英語への

夢を断ち切りがたくオーストラリアの大学院に進

学しました。そのことが今につながっています。私

の原点は大学1年生の留学体験ですね。

佐々木─私は2年生の時にフィリピンに行きま

した。フィリピンに行ってマングローブの森を救お

うという環境NGOの呼びかけを大学の掲示板で

見たのがきっかけです。リポートを書いて提出する

と選ばれ、他大学を含めた10人の学生と一緒に

2週間ほど滞在し、現地で交流を行いました。生ま

れて初めての海外は、とても大きな体験でした。

◎この先生から学びたい─ゼミは同じ志の者が

集まるクラスです

菊地─私は今年からスザンヌ先生のゼミに入

ります。幅の広い大学の授業の中でゼミは専門

性を深めることのできる場所ですよね。深く専門

的に学ぶことが、きっと自分の自信になると思っ

ています。先輩たちはどんなゼミだったんですか。

白鳥─竹内先生の生命科学のゼミでした。私

のゼミは、通常の倍、3時間の時間を使って開講

されたので、実践的なビジネススキルを身に付け

るのに役立ちました。パソコンを駆使して情報を

調べ、パワーポイントを駆使してプレゼンテーショ

ンを行う、当時としては先駆的なゼミでした。

佐々木─ゼミは高校にはないもので、この先

生について学びたい、このテーマを学びたいと、

自分の興味と意欲で選ぶ“同じ志の者が集まる

クラス”です。私は、田中先生のゼミで、創作論を

学びました。決められたテーマに基づいて文章を

つくり、それを発表し、皆で検討するんです。年に1

回はゼミ誌を発行しました。

　先生のお知り合いで、実際にプロとして活躍さ

れている方をお招きし、お話を聞けたのはとてもた

めになりました。私は新聞、雑誌などのマスコミに

興味があったんですが、北海学園の先生の中

に、プロとして現場で活躍されていた先生がいら

して、先生から業界の生の

話を聞けたことは高校と違

うところだったと思います。

就職活動の時、マスコミ業

界のOB訪問を多くしたんで

すが、田中先生からもOBを

紹介してもらい、とても感謝

しています。

◎大学4年間のすべてが今の自分につながって

います

菊地─私も3年生で、そろそろ就職活動が気

になりだしてきています。

白鳥─10年も昔なので、変わった点もあるか

もしれませんが、私たちの時代にはすでに「学内

業界研究会」がありました。企業で活躍するOBを

大学に招いて率直な話を伺うプログラムですね。

このような機会に恵まれるのも、規模が大きく、各

界にOBを輩出している学園ならではです。どんな

ところにもOBがいる。この大学の人脈の豊かさ

は、特に社会に出てから実感しますね。

佐々木─私の一つ下からは変わるようです

が、私の時は3年生の10月から就職活動が始ま

りました。年明けから本格化し、2月に合同企業説

明会、3月・4月に面接ラッシュ。私は5月に内定を

もらいました。先ほどもお話しましたが、特にOB訪

問を積極的に行いました。ホームページや就職情

報誌の記載だけでは、本当に働きがいのある会

社かどうかわかりません。やはり人を見ないと。また

「ミナトコム」という北海学園独自の就職サポート

システムがあり、とても助けられました。

　まだまだ駆け出しですが、やりたいことのできる

会社に入れて幸せです。大学に入り、さまざまな

人と出会い、経験をしたこと、それらは全部今につ

ながっているんです。

白鳥─私は卒業後、英語への思いを断ちがた

く、オーストラリアの大学院に進学しましたが、そ

の時スザンヌ先生に、学校選び、英語での書類

づくりなど、いろいろと助けていただいたんです。

規模の大きな学校でありながら、きめ細かいサ

ポートもある学校です。

　高校生の時まで、英語はそれほど好きな科目で

はなかったかもしれない。本当にこの学校に入っ

て、英語が好きになったし、もっと極めたいと思い

ました。その結果として今があります。この学校が

なければ今の私はありません。

佐々木─高校までの私は、やりたいことがあっ

ても、無理、できない、と諦めてしまう子でした。とこ

ろが大学に入り、いろいろな人が、今しかできない

よ、と背中を押してくれました。そうして、いろいろな

体験をしました。

　私は変わったと思います。今では、やりたいこと

があるのに、迷ったり、悩んだりすることは時間の

無駄、やりたいなら今やっちゃおう、と思うように。

菊地─先輩たちの話を聞いて、とても勇気づ

けられました。今学んでいることが、実社会に生き

ているという話を聞いて、とてもモチベーションが

上がりました。ありがとうございました。
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人文学部卒業生に聞く学部の魅力!

人文学部の4年間があったから、
今の私があります。

特 集

北海学園大学人文学部ってどんなところだろう。授業は、キャ

ンパスライフは、就職は？　大学生活の疑問を、英米文化学科

3年生の菊地真奈美さんが、社会で活躍している英米文化学

科と日本文化学科を卒業した2人の卒業生に尋ねました。

英米文化学科　米坂　スザンヌ 教授（英語音声学）

　人文学部の学生さんは皆、バランスがよいですよ。勉強はもちろん、でも
勉強ばかりではない。社会性も身に付けている。人文学部が育てようと
思っているバランスをすでに身に付けています。教えていて幸せです。これ
から社会で活躍していく中でも、バランスを失わず、同じ学校で学んだとい
うつながりを大切にしていただきたいですね。

日本文化学科　田中　綾　准教授（創作論）

　人文学部の幅の広さは、多様な人間性を包めるところだと思います。そ
うした多様性の中に、いろいろなことができる可能性が広がります。そして
人文学部の学生を見て思うことは、みんな人間が好きなんですよね。人間
への興味が深い。それは卒業してからも活きることだと思います。卒業生に
は、これからも経験を積み重ね、人としての幅を広げてほしいですね。

聞き手

白鳥　亜矢子さん
北海道医療大学心理科学部助教
2004年人文学部1部英米文化学科卒
藤女子高校出身

語り手

佐々木　亜沙美さん
㈱北海道アルバイト情報社勤務
2011年人文学部2部日本文化学科卒
岩手県立福岡高校出身

菊地　真奈美さん
人文学部1部英米文化学科3年生
北海道大麻高校出身

語り手


